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はじめに

eXtensible Markup Language(以下，XML)は，1998
年2月にWorld Wide Web Consortium(以下，W3C)
に勧告(XML1.0 勧告)，公表された

我々に深い関わりのある建設業界もその影響を受
けている．

国土交通省が成果品の電子納品の標準化に向け
てXMLを採用した



表形式XML管理システムの具体的機能

項目から表形式データを作成し，新規作成する・

入力された表データをＸＭＬ文書として保存する・

保存されたＸＭＬ文書をｗｅｂ上で表形式で表示する・

保存されたＸＭＬ文書をダウンロード可能にする・

保存されたＸＭＬ文書を更新・削除する・

完了

完了



Tomcatサーバー，jsp(java server pages)，servleｔ
を使用し，試作した

項目から表形式データを作成し，新規作成する
（XML文書化）

各々入力

クリック 実行

名簿の５項目を指定し
た形式を試作した

項目を入力できる仕様
に改良する必要がある



ＴｏｍｃａｔサーバーにおけるＸＭＬ文書の新規作成

Ｔｏｍｃａｔサーバー

servlet (classファイ

ル)

XMLファイル

書き込まれる

アドレスで指定される

新規作成用
ｊｓｐファイル

新規作成ボタン
がクリックされる



Tomcatサーバー，jsp(java server pages)，servleｔを使用
し，試作した

保存されたＸＭＬ文書を更新・削除する

各々選択

更新をクリック 実行
現時点での更新処理
は不具合が発生して
いる。

更新の形式の検討も
考慮に入れた調整が
必要と考えられる



ＴｏｍｃａｔサーバーにおけるＸＭＬ文書の更新・削除

Ｔｏｍｃａｔサー
バー

servlet (classファイ

ル)

XMLファイル

アドレスで指定される

更新用XSLTファイル

読み込まれる

更新servlet (classファイル)

更新処理

登録



今後の展開

更新機能の不具合を調整する

項目からの新規作成に改良する方法を検討する

・

・

・ ユーザによる土木用語英訳例データベース構築
システムへ応用させる

全ての機能を結合させ，システムとしての調整を
行う

・


